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【出願番号】特願2007-147609(P2007-147609)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｐ  21/00     (2006.01)
   Ｈ０２Ｐ  27/04     (2006.01)
   Ｈ０２Ｐ  27/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｐ   5/408   　　　Ｃ
   Ｈ０２Ｐ   7/63    ３０２Ｋ

【手続補正書】
【提出日】平成20年12月22日(2008.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正弦波状の連続した電流を用いて交流電動機を駆動するインバータを制御する交流電動
機の制御方法において、
　直流電源がインバータへ供給する電流を検出する電流検出手段によって検出されたイン
バータ電流をサンプルするサンプル手段を設け、
　前記搬送波信号の正のピーク値と負のピーク値の中間時刻をトリガとし、
　前記サンプル手段は、前記トリガを用いて前記インバータ電流値をサンプルすることを
特徴とする交流電動機の制御方法。
【請求項２】
　正弦波状の連続した電流を用いて交流電動機を駆動するインバータを制御する交流電動
機の制御装置において、
　直流電源がインバータへ供給する電流を検出する電流検出手段によって検出されたイン
バータ電流をサンプルするサンプル手段を設け、
　前記搬送波信号の正のピーク値と負のピーク値の中間時刻をトリガとし、
　前記サンプル手段は、前記トリガを用いて前記インバータ電流値をサンプルすることを
特徴とする交流電動機の制御装置。
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